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５月24 日（日）第２会場 午前9:45 ～10:45

手 縫 いに おけ る縫 い 目の 機能 的、 外観 的 評価

相 模女 大 家政　　 永井 房 子、 ○田 中百 子

聖 徳大　　　 三石 幸夫

目的　 縫 い目形 成 の一 つで あ る手 縫 いに おけ る並 縫 いは 、布 を縫 合 する とこ ろに 広く 用

いら れる 技 法であ り 、一 般に は 綿織 物に は4mm 前 後、 絹 織物 は２～3  m  m の 針 目の大き

さ で 縫う の がよ いと い われて い る。 こ れま で並 縫 いにつ い ては 、針 の 持ち 方や 動作 分 析、

縫 合 部 の強度 、 縫い 糸 の疲 労性 等の 研究 報 告があ る が、 針 目の 大きさ の 設定 につ いて 、 機

能 およ び 外観 より 総 合的 に検 討し た 研究 は みら れな い。 そこ で 演者ら は 、 各種 の布と 糸 を

用い、 針 目の 大き さを 変化 さ せて 並縫 い を行 い 、そ れら の縫 い 目につ いて 、 特 に針 目の 大

き さ に観点 を あて 、 縫い 目の 機 能的 、外 観的 評 価を 試 みた。 機 能的 評価 とし て は、機 械的

機 能と 縫 製作 業的 機 能に おけ る評 価 を行な っ た。

方 法　試 料 布は 綿 織物２ 種 、絹 織物 ４ 種、 計 ６種。 試 料糸 は綿 手縫 い糸 １ 種、 絹手 縫 い

糸 ２種 、 ポリ エ ステル 手 縫い 糸１ 種 、計 ４種 。 針 目の大 きさ は3.8cm 間 に ６、1    0 、

14 、18 日 の４ 種。 こ れら を組 合 わせ て並 縫 いを 行い 、機 械的 機 能は、 スト リ ップ 法 に

よ り、 試長1   0  c m 、 引っ 張 り速 度１ ０ ０ｍ ｍ／ ｍｉ ｎ 、 定 歪に よる くり 返し 伸 長後 の 強

度 、お よびく り 返し 伸 長後 の 切断 強 度と 切断 伸 度を 測定。 縫 製作 業的 機 能は 、和 服縫 製専

門 家に よる3   0cm 間 並縫 い 後 の作業 性を 官 能検 査 法によ り 測定 した 。

結果　 今 回 は機 械的 機能 の 結果 を報 告 する 。機 械的 機 能で はく り返し 伸 長 の回 数が 増 す

と 強度 は大 きく な る 傾向で あり 、 これ は 試料 布に よる 差が 大 きい 。さ らに 、 いず れの 試料

布 、試 料糸 に おい ても 、く り 返し 伸長 後 の切 断強 度、 切断 伸 度は 針 目の小 さ い縫 い 目の 方

が 大き いが 、 縫い 目近 辺の 織 糸の 損傷 や座 屈じ わが大 きい 傾 向が みら れる 。


